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「小さな闇」は女の子（主人公）と家族の暗黙の問題についての話です。家族の秘密は祖母も母も父も「小さな闇」というものがあります。女の子もその家族から学んだことは闇を持つはずなんですが、彼女はその闇は問題ではないと思います。話の最後の所に、女の子は家族のことを考えて、自分の小さい闇を気付いて、大人として経験したがるようになりました。


話の始めの所、女の子（私）と父はブエノスアイレスに来ました。海外出張のように行ったのに、実は父はクラシカルギターの趣味だからギターを買いに行きました。父が楽器屋にいすわり、私はエビータという有名な人の墓を訪問している間、私は話の終わりまで墓地に居座って、履歴や家族の問題や事件を回想していました。まず、母から知らせた祖母と愛人の画家の仲を思い出して、祖母の小さい闇は愛人に分かれたことから来たのを気づきました。若い母は祖母がだんボールから作った家に住まれて、母に悪い影響をされて、その時に母の孤独が始めてきたかもしれません。父も小さい闇は持っているけどその闇は母と違います。中心になる時、特に誕生日の時、父は逃げます。


この話に面白いと思う所は「小さな闇」の概念です。ストリーには何も起こってないし、キャラクターもつまらなし、それに主人公もずっと色んなつまらないことを思い出して読者に伝えるんが、「小さな闇」のアイデアは面白いと思います。この物語ではなにも起こらないのに、不快な話からままよかったと思います。


この物語から学んだことは「多分僕も小さな闇は持ってるかな」と思います。この物語から自分の履歴について新い次元に見て考えれようになりました。 主人公の状況と全然違いますが、「小さな闇」の考え方は今まで知らなくて、新しい文芸的な考え方を教えてくれました。また、この物語に女の子は、「外から大甘の平和すぎるほど平和だった私の家族の中に小さな深い闇があり...」と言いました。この物語に出てくる女の子は、「それは恥じるべきことではない」だと考えている。それで外から見たら、代表的な静だそう家族は事実に平和的な家族というわけではないを学んで、後は小さな闇があったら、それは大丈夫だが分かりました。


自分の家族と比べたら、物語の女の子の家族と全然違うと思います。父はギターを弾くが出来ますが、それしか比べられません。僕のお母さんは活発で、物語のと反対だと思います。


だんボール箱にいる感じはしたことないけど、多分キャップスートンを終わらないとそんな感じがするようになる。だんボール箱じゃないのに、棺桶かも。今、僕の「小さな闇」はキャップスートンから出て来ました。多分みんなの卒業する学生は同じような感じがする。あまり小さな闇ではない、大きい闇だよ。


人間の全部は多分小さい闇があると思います。アメリカでは最近、カウンセリング心理学者に会う人数が増えてきました。僕のともだちはよく理学者からカウンセリングはもらえる。最近アメリカ人の心境がわるくなったそうか、理学者がそんあなことに気づくようになりました。
